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地域の公共施設のこれからを考えるワークショップ  

■■■ 前回のふりかえりシートまとめ（3月 25日分） ■■■ 

 

１．本日の話し合いでよかったこと 

 最終的に班の総意で、まとまった話ができたこと。 

 これから４０年先のことを見越した話し合いができたこと。 

 利用する人の目線で話し合いを進めたこと。 

 １回目、２回目と回を重ねたことで、いよいよ具体的な内容を話し合えたこ

と。 

 自由に発言でき、今まで思っていたことが言えたこと。 

 より深い活用方法を聞けたこと。 

 財政上の制約について理解できたこと。 

 色々の考え方を知ることができたこと。 

 再配置案の検討パターンが提示されたことで、予算の無い現実を把握した上

で検討ができ、より具体的な議論が進んだ。 

 みなさんが大江山のことを考えているところ。 

 参加者の町内会の現状などや過去の大江山の様子などを聞かせてもらい、勉

強になった。 

 農改センターの具体的な話ができた。 

 活発な意見が多くあり、細部についても多くの意見があり良かった。 

 災害時の避難場所に小学校を開放すると聞けたこと。 

 多目的ホールはみなさんが残してほしいという意見で、地域の大事な拠点を

あらためて感じたこと。 

 

 

２．話し足りなかったこと 

 図書室や多世代の居場所機能などの各種機能の拡充で、現施設の利用運用を

変えることで目的を達成できるものと、建て替えなどの施設対応をしないと

目的が達成できないものがあるので、参加者がこのことを認識したうえで意

見を述べることが必要。もう少し地元が今後施設をどういうふうに使ってい

くのかという話と具体策を話し合うことが必要。 

 

 

３．再編案検討の進め方について、ご意見や質問など 

 未来を見据えた再編を望む。 

 予算に関する情報を聞きたかった。 

 隣接するＪＡの移転跡地に関する情報なども早めに欲しかった。 

 なぜ、農改センターの「建て替え」もしくは「改修」なのかを、もう少し具

体的に理由を知りたい。 
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 大江山地域に限らず広い範囲で、既存施設の有効利用を議論したい。 

 次回は検討内容を反映した青写真を提示してもらえば、一層具体性の高い議

論ができる。 

 官主導での施設運営の失敗事例等も提示してもらいたい。 

 次回は方向性を持った議論の進め方をしてもよい時期だと思う。 

 ３０～４０年先を考えたなら、小中学生や地域の人たちの意見も聴いたほう

が良いと思う。 

 新築パターンの費用を知りたかった。 

 建て替え・改修どちらにしても、ここ何年かでいくつか実現できることを願

う。 

 

 

４．再編に関するご意見 

 温浴施設は田舟の里、運動は亀田・横越総合体育館や東総合スポーツセンタ

ー、図書室は亀田・石山図書館など、利用度の高いところに集約し、利便性

を高め、交通弱者のための巡回バスなどの整備を進めてはどうか。 

 農改センターは以前より改築でいいと思っていた。 

 班の話し合いで、農改センターの改修案に意見が集中した。 

 

 

５．その他のご意見 

 農改センターを建て替えの場合、住民負担をしないでほしい。 

 農改センターの利用料をとらないでほしい。 

 他の地域の人が農改センターを利用の際、卓球台などの備品を大切に使って

ほしい。 

 農改センターの利用で、毎月１７日に業者に多目的ホールを貸し出している

が、ほかの人が借りられないのでやめてほしい。 

 


